










上位関連計画

（総合計画、都市計画
マスタープラン、
立地適正化計画）

地域公共交通

網形成計画

評価・検証を

踏まえ継承

連携・整合

公共交通の課題

③公共交通事業における課題

公共交通サービスの維持・確保

①社会情勢の変化に伴う課題

人口減少と高齢化への対応

カーボンニュートラルへの取組み

自動運転化や新たな情報技術

の利活用

②市民ニーズに係る課題

バスの利用ニーズへの対応

公共交通に対する地域や

市民の関心が低下

基本方針１
鉄道・BRT・路線バス及び地域内交通が

連携した、公共交通ネットワークの構築

• 鉄道、BRT、幹線路線バス、地域間幹線

バス、生活路線バス、地域内交通が鉄道

駅や乗継拠点で相互に連携することで、

コンパクト・プラス・ネットワークを実現す

る公共交通ネットワークの形成を目指す。

• 国庫補助路線（地域間幹線系統、地域内

フィーダー系統）を維持する。

基本方針２
地域特性や利用者ニーズに応じた公共
交通サービスの提供と持続性の向上

• 日常的な移動（通勤、通学、買物、通院等）

に対応できるよう、各交通モードの役割や

地域特性に応じたサービスの提供を目指す。

• 費用負担の在り方検討や地域が支える仕

組みの検討により、公共交通サービスの

持続性の向上を目指す。

基本方針３
誰もが外出しやすい公共交通の利用
支援の促進

• 公共交通の必要性が高い主体が、公共

交通を利用しやすくなるための支援や

バリアフリーの推進により、誰もが公共

交通を利用しやすい環境を目指す。

基本方針４
関係主体の協力による公共交通の利
用促進・情報提供の充実

• 関係主体（地域、市、交通事業者、企業、

学校、商業施設等）が協力して公共交通

の利用促進に取り組む。

基本方針５
自動運転の導入や情報技術の利活用、
カーボンニュートラルへの配慮によ
る公共交通サービスの充実

• ひたちBRTへ自動運転レベル４を実装

する。

• デジタル技術を活用したサービスの展

開や情報発信により、自家用車から公

共交通への転換を目指す。

• ノーマイカーデーの推進や電気バスやEV車

両の導入促進により、環境負荷の軽減を目

指す。

目標１
拠点間（鉄道駅）や居住地（山側
団地や住宅地）と拠点を結ぶ公
共交通ネットワークの利便性を
向上する。

＜評価指標＞

• 市民1人あたりバス交通等利用回数
• 公共交通人口カバー率
• ひたちBRT沿線地域の人口

目標２
適切な運行見直しや国・県・市・交
通事業者・地域の連携により、効
率的・効果的な公共交通サービス
を提供し、持続性を向上する。
＜評価指標＞
• バス交通等の収支率
• バス交通等の利用に対する市民1
人あたり日立市助成額

目標３
誰もが外出しやすい公共交通の
実現のため、移動需要に応じた
公共交通利用支援策を実施する
。
＜評価指標＞
• 運転免許返納者数
• 高校生通学定期券購入助成の適
用月数

• ユニバーサルデザインタクシーと
ノンステップバスの導入台数

目標４
地域・交通事業者・市等の連携
により、公共交通への市民の関
わりを増加させ、利用促進に取
り組む。

＜評価指標＞
• 利用促進策の実施回数

目標５
全国に先駆けて乗務員が乗車し
ない自動運転レベル4を実現し
、公共交通ネットワークの持続
性を向上する。
また、デジタル技術活用により、
公共交通の利用しやすさ及びわ
かりやすさを向上する。

＜評価指標＞
• 自動運転レベル４の運行路線数
• ノーマイカーデーの開催回数
• キャッシュレス決済の利用割合
• デジタルサイネージの設置数

対象モード※

※モードの種類の正式名称・・・鉄道・BRT・幹線路線バス・地域間幹線バス・生活路線バス・通勤通学路線バス・地域内交通・タクシー・その他 76

公共交通の将来像 人がつながり、地域がつながり 未来へつなぐ地域公共交通第４章 計画目標と公共交通施策
公共交通施策

効率的なバス路線・ダイヤ・経路の見直し

ひたちBRT沿線地域での宅地創出の促進

ひたちBRTの延伸検討

施策1

公共交通ネットワーク
形成

交通結節点・待合環境の整備
施策2

各交通モードの連携

地域内交通の導入等、地域特性に合った移動手段の検討

効率的なバス路線・ダイヤ・経路の見直し(再掲)

施策３

路線バス及び地域内
交通の再編・見直し

地域内交通（みなみ号、なかさと号、地域モビリティ）の
運行内容の見直し

路線バス等に関する市の補助制度見直し及び
補助基準・ルールの検討

施策４

公共交通の持続性確保

小・中・高校生への通学支援の推進

小中学校再編に伴う公共交通での登下校対応

施策５

学生の通学支援

高齢者の外出支援の推進

交通バリアフリーの推進

施策６

高齢者や障害者の外出
支援

パートナーシップ事業の推進

関係主体によるモビリティ・マネジメントの実施

公式HPやSNSでの情報発信

施策７

公共交通利用促進

自家用車から公共交通への利用転換の促進
施策9

環境保全の取組

キャッシュレス決済の普及促進

茨城MaaSの取り組み促進

施策10

利用しやすさの改善

リアルタイム運行情報（遅延・混雑の情報）の提供

駅やバス停でのデジタルサイネージによる情報提供

施策11

わかりやすい情報提供

ひたちBRTとその周辺での自動運転の実装
施策8
自動運転の実装
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